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視察都市等及び視察項目：千葉県木更津市役所 

Park-PFI を活用した都市公園の利活用について 

 

所 感 等： 木更津市は都心へのアクセスが 40 分～50 分と交通の利

便性が良く、東京に一番近い田舎町として売り出している。 

港は地域経済の重要な拠点となっていて、海の幸など自然豊で、現在

は魅力ある町として評価されてきていている。平成 18年度以降、人

口が転出者数を転入者数が上回る傾向となっている。 

アクアラインの通行料金が 800 円となったことが、大きな発展のき

っかけとなり、イオンモール木更津や三井アウトレットパーク木更

津などアウトレットの整備が進んだ。 

現在は、パークベイプロジェクト推進事業（鳥居崎海浜公園整備）と

して、みなとまち木更津再生プロジェクトの実現に向け取り組んで

いる。これは中心市街地活性化のメイン事業と位置づけされている。 

土地の活用が生かされてなく、利用者が多いとはいえない公園を、民

間事業者によって新たな賑わいを持つ集客施設へと移行する為に、

Park-PFI を導入した。 

令和 1年 7月 31 日に公募を開始し、３社のエントリーの中から事業

者が選定された。これから基本協定を結び、令和 3 年度の開園へ向

け進められるが、市では多くの基準を設けず事業者が整備しやすい

環境創りを目指している。 

鳥居崎海浜公園は食を中心とした公園として、近隣地区を含めて集

客を考えている。また、行政としてオーガニックを推奨しているので、

新施設でも更に力を入れて行きたいとの考えがあり、食、オーガニッ

ク、地産地消を組み合わせた施設になる。 



専用使用料を事業者から徴収し、20年間で事業者と協定を交わす。 

カフェやレストランなどの施設が公園内に建設され、その利益の中

から事業者により草刈りや補修など公園施設の整備等が行われる。 

Park-PFI 導入により今まで建蔽率２％のところ、建蔽率１２％にな

り商業施設が可能となり、事業者により飲食店が 4 棟建築され、地

元の企業が入る予定である。 

公園は駅からは 1 キロ弱の立地で、浜焼ができる施設が現在隣にあ

り、釣りを楽しむ人もいるので、釣った魚を食べられる場所の提供や、

BBQ コーナーも事業者から提案があった。 

鳥居崎海浜公園を先頭に他の公園についてもPark-PFIで進めていく

ことを考えている。 

 

最後に、Park-PFI による公園づくりは、民間の発想を取り入れた新

しい公園であり、本市においても三笠公園をはじめとして Park-PFI

を導入した、より魅力的な公園づくりを進めて行きたいと思う。 

開園後は是非訪れてみたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察都市及び視察項目：広島県尾道市 NPO 法人尾道空き家再生プロ

ジュエクト  

遊休不動産再生による景観維持と若年移住者

の起業促進による収益力の向上について 

 

所感等：尾道市の人口は約 14万人、港町として栄えてきた町で、近

年はサイクルロードが整備され全国よりサイクリングで訪れる人が

増えた。 

尾道には、明治時代から残る建築物が多く存在し、古い町並みを海外

の方々にも楽しんでもらいたいとの思いで NPO 法人尾道空き家再生

プロジェクトを 2008 年に立ち上げ、尾道ガウディハウスの再生を始

めに空き家活用を始めた。 

車が入れない坂道と路地が多く、市内には 500 軒もの空き家が存在

している。 

空き家バンク事業は、借りたい人に現状のままの建物を紹介するマ

ッチング事業であり、借りる人が修繕をすることで、安く借りること

ができる。また、安いから我慢できると言った特徴もある。  

市から年間の委託費を受けて空き家バンクを運営しているため、物

件を紹介しても手数料は発生しない。 

毎年 10 軒ほど決まる。 

空き家再生事業とは魅力があり、残したい建物を自分たちでリノベ

ーションして売却する事業で、NPO 法人尾道空き家再生プロジュエク

トではこの 2 つ事業がメインだが、他にも宿やカフェなどの事業を

展開し、年間 7000 万円の売り上げを持つ。 

宿泊は旅館業として営んでいて、近年は海外からの旅行客が増えて

いる。 

残したい建物や尾道に必要な建物、そしてそこで働いてくれる人が

いれば、空き家再生を考え進めている。 

 

 

年齢的な割合率は以下のようで、手に職を持った人や、子ども連れの

人が多く利用されている。 



20 歳代が 20％ 

30 歳代が 40％ 

40～60 歳代が 20％ 

 

商店街にある「あなごのねどこ」へ伺い話を聞いたが、入口は風情あ

る喫茶室となっていて、細い通路を抜けると会議ができる広間があ

り、2階は宿泊施設になっていた。 

独自で改築された部屋は、古き日本のイメージを持つ室内で、海外か

らの宿泊者に喜ばれるデザインである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長い坂を上り、みはらし停にも伺ったが、こちらは歴史を感じる素晴

らし建築物で、尾道が一望できる高台にあり、ゆっくりと過ごせる宿

泊施設であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちの景観になる歴史的な建築物を新しい利用方法で残していく取

り組みと、そこで生まれる雇用と住居を上手く活用している事業で

  

  



あり、同じ坂の多い横須賀での空き家活用に大きなヒントとなる事

業であり、空き家を宿泊施設として運用する取り組みや、住みたい人

が修繕をして安い賃料で借りるなど、本市でも取り入れたい事業で

あると思う。 


